
 
 

 

            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

池
之
端
文
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日
本
印
刷
産
業
連
合
会
は
、

グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
工

場
認
定(

全
印
刷
部
門
三
八
七

工
場)

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
昨
年
実
施
し
、
こ
の
ほ

ど
そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
ま

し
た
。 

 

Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
は
現
在
三
八

七
社
に
の
ぼ
り
、
シ
ー
ル
印
刷

業
界
は
二
〇
社
で
、
オ
フ
セ
ッ

ト
業
界
は
三
〇
九
社
、
今
回
は 

一
四
三
工
場
が
回
答
を
寄
せ
、

回
答
率
は
三
七
％
だ
っ
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、 

 

①
Ｇ
Ｐ
工
場
認
定
を
申
請
し

た
き
っ
か
け 

 

②
Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
を
取
得
し

た
メ
リ
ッ
ト 

 

③
社
内
で
の

G
P

認
定
の
認

知
度 

 

④
Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
の
対
外
的

ア
ピ
ー
ル
方
法 

 

⑤
そ
の
他
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
の
表

示
方
法
、
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
の
種
類
、

Ｇ
Ｐ
認
定
工
場
へ
の
要
望 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
各
項
目

の
上
位
三
項
目
で
見
て
み
る
と 

 

①
申
請
し
た
き
っ
か
け
で
は
、

自
主
判
断
が
七
四
・
一
％
、
組

合
・
団
体
等
か
ら
働
き
か
け
が

四
一
・
三
％
、
得
意
先
か
ら
の

要
請
が
一
五
・
四
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
中
で
も
自
主
判
断
の

理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
が
、

社

会

的

責

任

を

果

た

す

が

五

〇
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。 

 
②
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
で
は
、 

 

 

 

工
場
の
環
境
配
慮
が
進
ん
だ
が

七
二
・
七
％
、
従
業
員
の
意
識

が
変
わ
っ
た
が
四
七
・
六
％
、

得
意
先
か
ら
の
評
価
が
上
が
っ

た
が
二
一
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

③
社
内
の
認
知
度
で
は
、
製

造
部
門
で
一
般
従
業
員
が
Ｇ
Ｐ

基

準

を

把

握

し

て

い

る

が

五

一
％
、
営
業
部
門
で
Ｇ
Ｐ
認
定

を
営
業
活
動
に
生
か
し
き
れ
な

い
が
七
二
％
、
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
の

浸
透
が
一
八
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

④
対
外
的
ア
ピ
ー
ル
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
表
示
し
て
い

る
が
七
八
・
三
％
、
名
刺
に
Ｇ

Ｐ
マ
ー
ク
を
印
刷
し
て
い
る
が

六
八
・
三
％
、
会
社
案
内
に
Ｇ

Ｐ

認

定

記

事

を

表

示

が

六

二
・
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

⑤
そ
の
他
で
は
、
環
境
関
連

法
規
、
技
術
等
の
情
報
提
供
五

六
・
六
％
、
Ｇ
Ｐ
制
度
に
よ
る

環
境
負
荷
低
減
効
果
の
社
会
へ

の
発
信
が
四
四
・
一
％
、
得
意

先
に
Ｇ
Ｐ
マ
ー
ク
の
表
示
提
案

し
採
用
が
三
五
％
と
な
っ
て
い

る
。 

 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
学
ぶ
点
と
し
て
は
、 

 
■
最
近
の
環
境
負
荷
低
減
の

社
会
的
要
請
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
認
定

工
場
の
基
準
に
基
づ
い
た
シ
ー

ル
・
ラ
ベ
ル
の
生
産
、
管
理
、

販
売
活
動
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。 

世
の
中
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可

能
な
開
発
目
標)

に
向
か
い
、
良

い
会
社
を
選
ぶ
流
れ
が
生
ま
れ

て
い
る
。 

 

■
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
２
１
と
比
較
し
て
、
Ｇ
Ｐ
認

定
工
場
は
、
印
刷
業
界
に
寄
り

添
っ
た
基
準
に
な
っ
て
い
る
の

で
取
り
組
み
や
す
い
。
業
界
で

は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

は
減
少
し
て
い
る
。 

 

■
環
境
問
題
を
重
く
受
け
止

め
て
取
り
組
ん
で
い
る
大
手
の

電
機
メ
ー
カ
ー
、
化
粧
品
会
社
、

製
造
会
社
、
公
共
機
関
等
で
、

G
P

認
定
工
場
が
認
知
さ
れ
て

き
て
い
る
。 

 

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
に
つ
い
て
、
当
組
合
教
育
経

営
委
員
会
の
清
宮
和
夫
委
員
長

は
「
Ｇ
Ｐ
認
定
は
す
ぐ
仕
事
に

結
び
つ
か
な
く
て
も
、
今
後
ラ

イ
セ
ン
ス
と
し
て
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。
組
合
と
し
て

G
P

認
定
工
場
申
請
取
得
へ
の
取
組

み
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非

G
P

認
定
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

組
合
に
是
非
一
度
問
合
せ
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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ＧＰ認定工場へのアンケート調査結果  

取得のメリットは工場の  

環境配慮と従業員の意識の変化  

日印産連が３８７工場対象に実施  
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今
年
度
最
初
の
支
部
会
は
、
七

月
四
日(

木
）
午
後
六
時
よ
り
、

台
東
区
上
野
の
「
大
昌
園
」
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、「
電
力
自
由

化
の
現
状
と
今
後
」
と
題
し
た

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

高
橋
支
部
長
の
司
会
で
初
め

に
講
師
で
あ
る
（
株
）
Ｓ
ｈ
ａ

ｒ
ｅ
ｄ 

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
執
行

役
員
の
山
田
洋
介
氏
が
紹
介
さ

れ
、「
電
力
自
由
化
の
現
状
と
今

後 

～
電
気
は
、
賢
く
選
び
、

賢
く
使
う
！
～
」
を
テ
ー
マ
に

説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

初
め
に
電
力
の
自
由
化
と
は
、 

 

    

各
地
域
の
電
力
会
社
が
独
占
的

に
行
っ
て
い
た
電
力
事
業
の
市

場
を
開
放
す
る
こ
と
で
、
電
力

会
社
間
の
競
争
を
促
し
、
電
気 

料
金
の
抑
制
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
あ
る
と
説
明
し
、
使
い
方
や

生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
合
わ
せ

た
料
金
メ
ニ
ュ
ー
を
自
由
に
選

べ
る
よ
う
に
な
り
、
電
気
料
金

の
お
得
感
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
連
携
や
特
典
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
副
次
効
果
だ

と
説
明
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
電
力
自
由
化
の
歴
史

や
電
力
業
界
の
今
、
将
来
の
電

力
業
界
、
主
な
事
業
者
と
特
長
、

電
力
料
金
の
仕
組
み
、
同
社
の

事
業
に
つ
い
て
の
特
徴
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
し
た
。 

 

電
気
料
金
が
安
く
な
る
の
は

歓
迎
だ
か
、
新
電
力
会
社
に
変

更
す
る
に
は
ま
だ
抵
抗
が
あ
る

と
い
う
声
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。 こ

の
後
、
北
島
理
事
長
の
音

頭
で
全
員
が
乾
杯
し
、
活
発
な

意
見
交
換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

 

連
合
会
総
会
を
開
催 

田
中
祐
会
長
が
留
任 

 

全

日

本

シ

ー

ル

印

刷

協

同

組
合
連
合
会
は
、
五
月
二
十
九

日(

水)

午
後
三
時
よ
り
、
台
東

区

の

上

野

精

養

軒

に

於

い

て

「
第
六
〇
回
通
常
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

総
会
は
第
一
号
議
案
・
ニ
〇 

一
八
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決

算
関
係
書
類
承
認
の
件
，
第
二

号
議
案
・
ニ
〇
一
九
年
度
事
業

計
画
、
収
支
予
算
案
並
び
に
経

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定

の
件
、
第
三
号
議
案
・
二
〇
一

九
年
度
借
入
金
残
高
最
高
限
度

額
決
定
の
件
、
第
四
号
議
案
・

二
〇
一
九
年
度
役
員
報
酬
決
定

の
件
、
第
五
号
議
案
・
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
選
任
に
関
す
る

件
を
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
、
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
九
年
度
自
供
計
画
は

次
の
通
り(

概
要)

 

①
経
営
環
境
に
関
す
る
事
業 

 

経
営
と
労
働
に
関
す
る
情
報

収
集
と
周
知
徹
底 

中
小
企
業

に
関
す
る
助
成
制
度
の
情
報
収

集

と

周

知

徹

底 

日

印

刷

連

「
Ｇ
Ｐ
認
定
制
度
」
の
組
合
員

へ
の
周
知
徹
底
と
と
も
に
関
連

業
界
及
び
得
意
先
へ
の
周
知
と

Ｐ
Ｒ 

 
 

②
技
術
特
許
に
関
す
る
事
業 

 

シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
と
世
界
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー 

 

シ
ー
ル
印
刷
に
関
連
す
る
デ

ジ
タ
ル
印
刷
の
動
向
と
情
報
収

集
と
そ
の
提
供 

 

オ
ン
デ
マ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
も

し
く
は
技
術
伝
承
セ
ミ
ナ
ー
の

継
続
開
催 

 

技
術
優
良
工
場
の
認
定
の
運

用 ③
広
報
に
関
す
る
事
業 

 

機
関
紙
「
全
日
シ
ー
の
発
行

ル
〉 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用
と
活

用 ④
年
次
大
会
の
開
催
と
準
備 

⑤
そ
の
他 

 

新
役
員
は
次
の
通
り
。 

 

■

会

長

・

田

中

祐

■

副

会

長
・
渡
辺
俊
二
、
池
原
賢
吾
、

小
林
淳
史
、
北
島
憲
高
、
堀
木

淳
一
、
大
河
内
康
史
、
山
田
裕

彦
、
湯
浅
良
昌
、
坂
本
研
一
専

務
理
事
・
片
桐
敬
喜
■
常
務
理

事
・
渡
辺
正
昭
、
平
山
良
一
、

鶴
田
龍
士
郎
、
柴
田
哲
男 

  

                                 

今年度初の支部会を開催  

 

今
年
度
初
の
支
部
会
を
開
催 

「
電
力
自
由
化
の
現
状
と
今
後
」
を
テ
ー
マ
に 



 
 

             

   

関

東

三

協

組

合

同

企

画

と

し
て
六
月
十
四
日(

金)

に
、
四

国
工
場
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
行
程
は
東
京
か
ら
の
日

帰
り
も
考
慮
し
た
都
合
で
岡
山

駅
集
合
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 
 

 
 

 

岡

山

駅

よ

り

バ

ス

で

ま

ず

移
動
し
て
向
か
っ
た
の
は
マ
ル

ウ
接
着
で
し
た
。 

全

国

の

拠

点

と

し

て

稼

働

す
る
本
社
工
場
で
は
、
糊
引
き

の
コ
ー
タ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
ス
リ
ッ
タ
ー

や
平
版
用
の
断
裁
機
な
ど
、
多

く
の
機
械
が
稼
働
し
て
い
ま
し

た
。 

オ

フ

セ

ッ

ト

印

刷

の

Ｃ

Ｔ

Ｐ
製
版
機
に
よ
る
効
率
化
の
様

子
も
見
ま
し
た
が
、
今
回
ひ
と

際
目
を
引
い
た
の
は
物
流
管
理

の
工
程
で
、
ス
リ
ッ
タ
ー
で
小

分
け
に
さ
れ
た
ロ
ー
ル
原
紙
を

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
や
無
人
貨
車

で
搬
送
さ
れ
て
い
く
様
子
は
、

近
代
化
さ
れ
た
工
場
の
あ
る
べ

き
姿
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う

で
し
た
。 

続

い

て

訪

れ

た

カ

ミ

イ

ソ

産
商
で
は
複
数
台
設
置
さ
れ
た

シ
ー
ル
印
刷
の
工
程
を
見
学
、

印
刷
機
の
種
類
別
に
工
場
内
は

区
画
整
理
さ
れ
、
輪
転
機
・
間

欠
輪
転
機
・
平
圧
機
が
休
む
間

も
な
く
動
い
て
い
る
様
子
に
一

同
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
し
た
。 

 

工

場

内

で

は

女

性

の

オ

ペ

レ
ー
タ
ー
も
多
く
配
置
さ
れ
、

従
業
員
が
き
ち
ん
と
意
思
疎
通

を
図
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。 

他

に

も

得

意

と

す

る

和

紙

の
包
装
紙
や
、
コ
ー
ス
タ
ー
な

ど
の
厚
物
を
全
抜
き
加
工
す
る

プ
レ
ス
機
な
ど
も
稼
働
し
て
い

ま
し
た
。
見
学
後
は
岡
山
市
内

に
戻
り
、
参
加
者
が
交
流
を
深

め
る
べ
く
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

 

 

ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
過
去
最
大
規
模
で
開
催 

  

「
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ

パ
ン
二
〇
一
九
」
は
、
七
月
九

日
、
十
日
の
二
日
間
、
東
京
ド

ー
ム
ホ
テ
ル
・
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

七
回
目
と
な
る
今
回
は
「
ラ

ベ

ル

で

未

来

を

変

え

る 

L
a

b
e

lin
g

 th
e

 F
u

tu
r
e

」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
、
展
示
会
、
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

展
示
会
は
今
回
一
〇
〇
社
、

一
五
〇
小
窓
過
去
最
大
と
な
り
、 

ラ
ベ
ル
印
刷
機
、
デ
ジ
タ
ル
印

刷
機
、
二
次
加
工
省
力
機
、
シ

ー
ル
・
ラ
ベ
ル
関
連
の
製
品
が

展
示
さ
れ
多
く
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も

二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

全
日
シ
ー
ル
連
合
会
の
田
中
祐

会
長
や
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ポ
ン
サ

ー
の
リ
ン
テ
ッ
ク
の
西
尾
弘
之

社
長
が
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
し
、
二

日
間
で
約
二
十
社
の
担
当
者
が

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

 

 

                                 

関東三協組合同工場見学会が  

マルウ接着とカミイソ産商 

近代化された工場に感激  

 

関東三協組合同の工場見学会 (マルウ接着前 )  



■
病
気
不
安
症
と
は 

気
不
安
症
は
、
自
分
は
重
篤
な

病
気
に
か
か
っ
て
い
る
、
ま
た

は
か
か
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
込

む
精
神
障
害
で
す
。 

患

者

は

病

気

に

か

か

っ

て

い
る
、
あ
る
い
は
か
か
る
の
で

は
な
い
か
と
深
刻
に
心
配
し
て

い
る
た
め
、
強
い
苦
痛
を
感
じ
、 

                

日

常

の

役

割

を

果

た

す

の

が
難
し
く
な
り
ま
す
。 

徹

底

的

な

評

価

に

よ

っ

て

重
篤
な
病
気
が
否
定
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
患
者
が
重
篤

な
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
、
ま

た
は
か
か
り
つ
つ
あ
る
と
心
配

し
続
け
る
場
合
に
、
こ
の
病
気

と
診
断
さ
れ
ま
す
。 

治
療
で
は
、
信
頼
で
き
る
支
持

的
な
医
師
と
の
関
係
構
築
や
、

認
知
行
動
療
法
が
有
用
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

病
気
不
安
症
は
成
人
期
初
期
に

発
症
す
る
こ
と
が
最
も
多
く
、

男
性
に
も
女
性
に
も
同
程
度
に

み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。 

患
者
は
さ
さ
い
な
身
体
症
状
や

正
常
な
身
体
機
能
（
心
臓
の
鼓

動
の
自
覚
な
ど
）
を
誤
解
す
る

た
め
に
、
過
度
に
不
安
を
抱
き

ま
す
。 

■
症
状
と
は 

患

者

は

自

分

が

病

気

で

あ

る
、
ま
た
は
病
気
に
な
り
つ
つ

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考

え
に
強
く
取
り
つ
か
れ
る
た
め

に
、
大
き
な
苦
痛
を
感
じ
、
日

常
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
結

果
、
人
間
関
係
や
仕
事
の
成
績

が
悪
化
し
ま
す
。 

患

者

に

は

身

体

症

状

が

あ

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
患
者
に
身
体
症

状
が
あ
る
場
合
そ
の
心
配
は
そ

の
症
状
自
体
に
対
す
る
も
の
と

い
う
よ
り
、
そ
の
症
状
が
意
味

し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

（
す
な
わ
ち
重
篤
な
病
気
）
に

対
す
る
心
配
で
す
。
身
体
的
な

病
気
が
あ
る
場
合
、
患
者
の
不

安
は
そ
の
病
気
の
重
さ
と
は
不

釣
り
合
い
な
も
の
と
な
り
ま
す
。 

自

分

の

体

の

こ

と

を

繰

り

返
し
調
べ
る
人
も
い
ま
す
。
例

え
ば
、
繰
り
返
し
脈
拍
を
確
認

し
て
、
心
臓
の
拍
動
が
規
則
的

か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。
新

し
い
身
体
感
覚
を
怖
が
り
や
す

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
頻
繁
に

医
療
を
求
め
る
人
も
い
る
一
方
、

心
配
が
強
す
ぎ
て
医
療
を
求
め

な
い
人
も
い
ま
す
。 

病

気

が

人

生

の

中

心

を

占

め
て
お
り
、
他
者
と
の
会
話
が

そ
れ
ば
か
り
と
な
り
ま
す
。
か

か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
病
気
に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
ま
す
。
病
気
に
つ
い
て
、
た

と
え
他
者
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

す
ぐ
に
不
安
を
覚
え
ま
す
。 

患
者
は
家
族
、
友
人
、
医
師

に
繰
り
返
し
安
心
を
求
め
ま
す
。

主
治
医
が
安
心
さ
せ
よ
う
と
す

る
（
例
え
ば
、
診
察
や
検
査
の

結
果
は
正
常
で
あ
っ
た
と
伝
え

る
）
と
、
し
ば
し
ば
自
分
の
症

状
を
真
剣
に
受
け
止
め
て
く
れ

な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
後
、

患
者
は
さ
ら
に
心
配
に
な
り
ま

す
。
患
者
の
際
限
の
な
い
心
配

に
周
り
の
人
が
う
ん
ざ
り
し
、

人
間
関
係
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
患
者
は

ス
ト
レ
ス
が
増
え
る
か
も
し
れ

な
い
状
況
（
病
気
の
家
族
を
見

舞
う
な
ど
）
を
避
け
よ
う
と
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
健

康
を
損
ね
る
か
も
し
れ
な
い
と

恐
れ
る
活
動
（
運
動
な
ど
）
を

避
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

病
気
不
安
症
は
慢
性
化
す
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
軽
快
し
た
後

に
再
発
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

回
復
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

■
治
療
は 

親

身

に

な

っ

て

く

れ

る

医

師
と
の
支
持
的
な
信
頼
関
係
が

有
益
で
あ
り
、
特
に
定
期
的
に

受
診
し
て
い
る
と
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
症
状
に
あ
ま
り
改

善
が
み
ら
れ
な
い
場
合
は
、
か

か
り
つ
け
医
の
治
療
を
継
続
し

な
が
ら
、
精
神
科
医
や
他
の
精

神
医
療
従
事
者
を
紹
介
し
て
も

ら
い
、
さ
ら
な
る
評
価
や
治
療

を
受
け
る
と
有
益
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

抗

う

つ

薬

の

一

種

で

あ

る

セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
込
み
阻
害
薬

に
よ
る
治
療
が
有
効
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
認
知
行
動
療

法
も
役
立
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

《
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No161 健康がいちばん !    

自分は重篤な病気だと  

思い込む病気不安症とは  

 

https://www.msdmanuals.com/
https://www.msdmanuals.com/


 
 

  
こ
こ
最
近
、
老
後
に
二
千
万

円
が
必
要
な
ど
と
、
年
金
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
日
本
の
年
金
制
度
は
、

世
界
的
に
見
て
ど
う
な
の
で
し

ょ
う
か
。 

 

世
界
最
大
級
の
人
事
・
組
織

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
マ
ー

サ
ー
は
、
二
〇
一
八
年
度
グ
ロ

ー
バ
ル
年
金
指
数
ラ
ン
キ
ン
グ

「
マ
ー
サ
ー
・
メ
ル
ボ
ル
ン
・

グ
ロ
ー
バ
ル
年
金
指
数
」
レ
ポ

ー
ト
と
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表
し

ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
よ
る
と
ラ
ン
キ
ン
グ

首
位
は
オ
ラ
ン
ダ
（
総
合
指
数

8
0

.3

）
で
、
二
〇
一
二
年
よ
り

六
年
連
続
で
首
位
を
堅
持
し
た

デ
ン
マ
ー
ク
を
わ
ず
か

0
.1

ポ

イ
ン
ト
差
で
抜
き
ま
し
た
。 

 

日
本
の
年
金
制
度
の
ラ
ン
キ

ン
グ
は
三
十
四
ヵ
国
中
二
十
九

位
と
再
び
下
位
に
留
ま
り
総
合

評
価
は
Ｄ
と
な
り
ま
し
た
が
、

総

合

指

数

は

二

〇

一

七

年

の

4
3

.5

よ
り
上
が
り
二
〇
一
八

年
は

4
8

.2

と
過
去
最
高
値
と

な
り
、
改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。 

 

世
界
各
国
で
引
き
続
き
人
口

の
高
齢
化
へ
の
対
応
が
課
題
と 

   

な
っ
て
お
り
、
各
国
政
府
は
、

年
金
受
給
者
に
対
す
る
適
正
な

給
付
の
確
保
と
、
財
政
の
持
続

性
を
適
正
に
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る

よ
う
苦
戦
し
て
い
る
と
し
て
い

ま
す
。 

「
マ
ー
サ
ー
・
メ
ル
ボ
ル
ン
・

グ

ロ

ー

バ

ル

年

金

指

数 

(M
M

G
P

I
) 

」
は
調
査
開
始
か

ら
今
年
で
一
〇
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ

結
果
で
は
、
人
口
高
齢
化
と
い

う
課
題
に
対
し
、
適
切
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
国
と
そ
う
で
な

い
国
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
し

て
い
ま
す
。 

 

調
査
対
象
国
三
十
四
ヵ
国
の

年
金
制
度
を
指
数
化
し
た
結
果
、

オ
ラ
ン
ダ
と
デ
ン
マ
ー
ク
（
総

合
指
数
値
は
そ
れ
ぞ
れ

8
0

.3

と

8
0

.2

）
は
、
十
分
な
給
付
を

支
給
す
る
、
世
界
最
高
水
準
の

「
Ａ
」
ラ
ン
ク
の
退
職
給
付
制

度
を
提
供
し
て
お
り
、
年
金
制

度
に
対
す
る
対
応
が
万
全
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。 

 

二
〇
一
八
年
の
日
本
の
年
金

制
度
の
総
合
指
数
は

4
8

.2

（
過

去
最
高
値
）
で
三
十
四
か
国
中 

   

二
十
九
位
、
総
合
評
価
は
Ｄ
で

あ
っ
た
。 

各
項
目
の
指
数
に
つ
い
て
は
、

十
分
性
（A

d
e

q
u

a
c
y

）“

の
項

目
が
、4

8
.0

（
評
価
Ｄ
）
か
ら

5
4

.1

（
評
価
Ｃ
）
に
上
が
り
最

も
改
善
が
み
ら
れ
た
。
最
も
低

い

項

目

で

あ

る

“

持

続

性

”

（S
u

s
ta

in
a

b
ility

）
も
、
二

〇
一
七
年
の

2
6

.0

か
ら

3
2

.4

（
評
価

E

）
に
上
が
っ
た
。”

健
全
性
（I

n
te

g
r
ity

）“

の
項

目
指
数
は
、6

0
.7

（
評
価
Ｃ+

）

と
一
昨
年
か
ら
変
化
は
な
か
っ

た
。 マ

ー
サ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

日
本
の
年
金
制
度
の
評
価
に
つ

い
て
「
二
〇
一
八
年
の
日
本
の

年
金
制
度
の
総
合
評
価
は
例
年

と
同
じ
Ｄ
と
な
り
ま
し
た
が
、

昨
年
の
総
合
指
数
が

4
3

.5

で

あ

っ

た

の

に

対

し

、

今

年

は

4
8

.2

と
、
少
な
か
ら
ず
改
善
が

見
ら
れ
、
総
合
Ｃ
評
価
ま
で
あ

と
少
し
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
し

て
、
年
金
制
度
へ
の
加
入
率
の

改
善
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
平

成
三
〇
年
五
月
ま
で
段
階
的
に

施

行

さ

れ

た

確

定

拠

出

年

金 

(

Ｄ
Ｃ) 

法
の
改
正
、
並
び
に
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
の
普
及
等
に
よ
る
Ｄ

Ｃ
制
度
の
活
用
が
背
景
に
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
今
年
マ
ー
サ
ー
が
発

表
し
た
、
「
健
康
で
、
豊
か
に
、

賢
く
働
く
」
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
日
本
人
の
八
割
近
く
が
将

来
の
経
済
状
況
に
対
し
て
不
安

を
抱
え
て
い
る
、
と
い
う
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
公

的
年
金
の
先
行
き
に
対
す
る
不

安
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
割
合

が
、
世
界
全
体
の
平
均
の
約
二

倍
と
な
っ
て
お
り
、
公
的
制
度

に
対
す
る
心
理
的
な
依
存
が
垣

間
見
え
ま
す
。
先
の
見
え
な
い

不
透
明
感
の
中
、
ど
の
よ
う
な

人
生
の
設
計
図
を
描
く
の
か
、

明
確
な
指
針
を
多
く
の
人
が
求

め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

公
的
年
金
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
保
障
制
度
と
と
も
に
、
超
高

齢
化
社
会
に
お
け
る
雇
用
と
、

国
・
企
業
・
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
の
、

本
質
的
な
議
論
が
進
む
こ
と
が

大
事
で
。
そ
し
て
そ
の
き
っ
か

け
と
し
て
、
本
グ
ロ
ー
バ
ル
年

金
指
数
（M

M
G

P
I

）
が
そ
の

契
機
と
な
れ
ば
幸
い
と
結
ん
で

い
ま
す
。 

 

                                 

 
 

日
本
の
年
金
制
度
は
世
界
三
十
四
か
国
中
、
二
十
九
位
に 

 
 

 
 

 

「

メ
ル
ボ
ル
ン
・
グ
ロ
ー
バ
ル
年
金
指
数
」
で
明
ら
か
に 

https://www.mercer.co.jp/newsroom/2018-healthy-wealthy-and-work-wise.html
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Ｃ
Ｊ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ(
東
京
都
豊
島
区
東

池
袋
二
の
６
の
６ 

ス
ト
ー
ク

東
池
袋
３
階 

☎
〇
三
‐
五
三

九
一
‐
七
六
八
九)

で
は
、
プ
レ

三
ア
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
産

業
用
プ
リ
ン
タ
ー
「
Ｂ
Ｉ
Ｘ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
Ｎ 

Ｘ
Ｔ
五
―
四
〇
」
と
、 

                      

   

三
イ
ン
チ
モ
バ
イ
ル
プ
リ
ン
タ

ー
「
Ｂ
Ｉ
Ｘ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｐ
Ｐ

‐
Ｌ
三
〇
〇
〇
」
を
発
売
し
好

評
を
博
し
て
い
る
。 

 

Ｘ
Ｔ
五
‐
四
〇
は
、
大
規
模
な

印
字
が
必
要
な
物
流
・
倉
庫
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
適
合
し
た
四

イ
ン
チ(

一
一
四
ｍ
ｍ)

の
産
業

用
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タ
で
す
。 

 
Ｘ
Ｔ
五
‐
四
〇
の
特
長
と
し

て
は
、 

①
高
速
デ
ー
タ
処
理
と
最 

                  

   

大
一
四
ｉ
ｐ
ｓ
（
三
五
六
ｍ

ｍ/

ｓ)

の
高
速
印
字 

②

豊

富

な

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ー
ス ③

解
像
度
二
〇
〇/

三
〇
〇/

六
〇
〇
ｄ
ｐ
ｉ 

④

初

心

者

で

も

簡

単

メ

ン

テ
ナ
ン
ス 

工
具
無
し
で
も
プ

ラ
テ
ン
ロ
ー
ラ
ー 

プ
リ
ン
ト

ヘ
ッ
ド
交
換
が
可
能 

⑤

便

利

な

ソ

フ

ト

ウ

ェ

ア

が

充

実 

ド

ラ

イ

バ

ーS
D

K
 

各
種
ツ
ー
ル 

 

 

一
方
、
三
イ
ン
チ
モ
バ
イ
ル

プ
リ
ン
タ
ー
「
Ｂ
Ｉ
Ｘ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

Ｎ 

Ｓ
Ｐ
Ｐ
‐
Ｌ
三
〇
〇
〇
」
は
、 

ｉ
Ｏ
Ｓ 

Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ 

Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
に
対
応
し
た
モ

バ
イ
ル
ラ
ベ
ル
プ
リ
ン
タ
で
す
。 

 

Ｓ
Ｐ
Ｐ
‐
Ｌ
三
〇
〇
の
特
長

と
し
て
は
、 

①

印

字

速

度

最

大

五

ｉ

ｐ

ｓ
（
一
二
七
ｍ
ｍ/

ｓ
） 

②

豊

富

な

イ

ン

タ

ー

フ

ェ

ー
ス ③

解
像
度
二
〇
〇
ｄ
ｐ
ｉ 

④

用

紙

幅

二

五

～

八

〇

㎜ 

ア
イ
マ
ー
ク
検
出
有
り 

⑤
大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー 

   

⑥
Ｉ
Ｐ
Ｆ
五
四
（
オ
プ
シ
ョ

ン
プ
ロ
テ
ク
テ
ィ
ブ
ケ
ー
ス
） 

屋

外

の

過

酷

な

環

境

で

も

使
用
可
能 

 

同
社
は
バ
ー
コ
ー
ド
・
２
次

元
シ
ン
ボ
ル
・
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
・
バ

イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
（
生
体
認
識
）

な
ど
の
自
動
認
識
技
術
（
Ａ
ｕ

ｔ
ｏ 

Ⅰ

Ｄ
）
の
応
用
技
術
の
先

進
国
で
あ
る
米
国
メ
ー
カ
ー
の

最
新
技
術
・
国
際
標
準
の
製
品

（
バ
ー
コ
ー
ド
プ
リ
ン
タ
ー
・

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
・
シ
ス

テ
ム
等
）
を
国
内
の
ユ
ー
ザ
ー

に
い
ち
早
く
紹
介
し
、
同
時
に

国
内
で
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
構

築
し
て
き
た
。 

 

ま
た
、
流
通
店
舗
内
で
運
用

さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｏ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

市
場
を
は
じ
め
る
と
す
る
各
種

流
通
シ
ス
テ
ム
で
国
内
の
小
売

店
を
中
心
に
多
く
の
実
績
を
上

げ
て
い
る
。 

 

写
真
は
上
段
右
が
Ｓ
Ｐ
Ｐ
‐

Ｒ
三
一
〇
、
左
が
Ｓ
Ｐ
Ｐ
‐
Ｒ

二
〇
〇Ⅲ

、
下
段
が
Ｘ
Ｔ
五
―

四
〇 

 
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は 

h
ttp

://w
w

w
.c

jp
-s

s
.c

o
.jp

/ 

 

           
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
一
六
九
回

「
Ｃ
Ｊ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」 

 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 
産業用プリンター「XT5-40」と 

モバイルプリンター「SPP-L3000」 

 

 

http://www.cjp-ss.co.jp/

